
パワーポイントでナレーションや
タイミングを記録する方法



パワーポイントで作成したスライドに
ナレーションを入れて動画を作成することができます。

PC用のマイクが必要です



メニューの「ファイル」→「エクスポート」→「ビデオを作成」の順でクリックする。

パワーポイント２０１６の場合



「記録したタイミングとナレーションを使用しない」→「タイミングとナレーションを記録」
→「記録を開始」の順でクリックする。



スライドが再生されるので、スライドショー同様にスライドを進めながらマイクに向かって
しゃべり、ナレーションを吹き込む。

カウントが始まっているかを確認する

画面左上の「記録中」と表示されているメニューで一時停止などの操作ができる。



スライドがすべて終了したら画面が切り替わるので「ビデオを作成」をクリックし、ファイル
名を入力後「保存」をクリックして動画を書き出す。



メニューの「ファイル」→「エクスポート」→「ビデオを作成」の順でクリックする。

パワーポイント２０１９の場合



「記録したタイミングとナレーションを使用しない」→「タイミングとナレーションを記録」
の順でクリックすると、スライドが表示される。



画面左上の「記録」ボタンを押すとカウントがはじまり、記録が開始される。
スライドショー同様にスライドを進めながらマイクに向かってしゃべり、ナレーションを吹き込む。

記録を開始、もしくは一時停止する

クリックしてスライドをめくる

ペンツールを使うとスライドに書き込むことができる

発表原稿を開く



PC用カメラを接続すると、発表者を画面に写すことができる。カメラとマイクは必要に
応じてオンオフを切り替えることができる。

PC用のカメラ

マイクのオンオフ
カメラのオンオフ



スライドが終了したら「ビデオを作成」をクリックして、ファイル名を入力し「保存」クリック
して、動画を書き出す。


